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授業では学べない“リアル”が、ここにある。

2026年2月、追手門学院大学経営学部・水野ゼミの
学生14名と水野経営学部長が、NTフィリピン工場
およびNTセンターを視察しました。
本視察では、マニラ市内の歴史・文化施設の見学に

加え、工場での事業説明や施設見学、NTセンターで
の英会話レッスン、実習生との交流を実施していま

す。実習生の礼儀正しさや高い日本語力、日本で働

くことへの意欲に触れ、学生たちは多くの気づきを

得ていました。

また、市場調査を通じて日本との物価や価値観の違

いを体感するなど、現地でしか得られない学びも多

く見られました。

本視察は昨年に続き2回目の実施です。帰国後には
参加者全員から感謝の声が寄せられ、初めて海外を

経験した学生にとっても、視野を広げる有意義な機

会となっています。

～フィリピンで広がる視野、深まる学び～



「鳥のさえずりに惹かれて」
日本で働くロダさんのストーリー

自己紹介

家族は6人で、私は3番目の子どもです。
両親は農業を営んでおり、フィリピンの

ギマラス島で暮らしています。

子どもの頃は読書が好きでしたが、今は

友人と出かける時間を楽しんでいます。

フィリピンから日本へ——。
異なる環境の中で新たな挑戦を続けるロダ
さん。
今回は、日本で働くことを決めた理由や現
在の想いについてお話を伺いました。

これまでの経歴

日本に来る前は、NTフィリピン社で約17年間勤務し、品質・生産部門を中
心に経験を積んできました。現場業務だけでなく、品質管理や生産全体の

流れにも関わり、ものづくりへの理解を深めてきました。

日本で働こうと思った理由

これまでに3度日本へ出張し、そのたびに静けさや美しい環境に魅力を感
じました。特に、日常の中でふと耳にする鳥のさえずりや、自然を身近に

感じられる落ち着いた生活に惹かれ、日本で働きたいという思いが強くな

りました。

初来日の印象

初来日は夢がかなった喜びでいっぱいでした。一方で、これまでの業務と

の違いに不安もありましたが、新しい挑戦として前向きに取り組み、経験

を積んできました。

日本ペトロ株式会社

飯島事業所 主任
ロダ・ジェンティリゾ・ガサンガンさん



日本での⽣活について

日本では自動販売機があちこちにあり、山の上にまで設置されていることに

驚きました。また、多くの製品やサービスが「使う人の便利さ」を考えて作

られている点にも感心しています。

一方で、日本語でのコミュニケーションには今も苦労していますが、冬のや

わらかな日差しや夏の心地よい風など、日常の中に喜びを感じています。日

本各地を訪れることも大きな楽しみの⼀つです。

現在の仕事について

日本で働くことは、「仕事」と「楽しみ」の両

方を感じられる貴重な経験だと感じています。

当初は自分の業務をこなすことに集中していま

したが、現在は生産全体を見渡し、管理する立

場となり、責任も大きくなりました。

昨年9月にスタートしたプロジェクトは簡単で
はありませんが、成功に向けて前向きに取り組

んでいます。

また、NTKや日本ペトロでこれまで関わってき
た方々と、再び一緒に働けていることにも感謝

しています。

 今後の目標
このプロジェクトの立ち上げに関わった一員として、成功させ、さらに発展

させていくことが目標です。また、農家で育った経験から、将来は自分の農

場を持つことも夢の一つです。

日本で働く外国人へのメッセージ

「郷に入っては郷に従え」という言葉の通り、日本の文化や社会に合わせて

いくことが大切だと思います。

最後に

17年間育ててくれたNTフィリピン社、そして今回の機会をくださった日本ペ
トロに感謝しています。すべてが順調とは限りませんが、プロジェクト成功

に向けて、これからも着実に取り組んでいきます。



2026年3月6日、和歌山市で開催された
「きのくに信用金庫主催、外国人材採用

セミナー」がWTV（和歌山テレビ）の
ニュースで紹介されました。約40社が
参加し、当法人代表理事 小牧義昭らが
外国人材受け入れのポイントについて解

説しました。会場では、企業の皆さまが

熱心に耳を傾ける姿が印象的でした。

今回の放映を通じて、当法人の取り組み

を広く知っていただく機会となりまし

た。今後も共生支援センターは、企業と

地域社会に貢献してまいります。

編集後記
今回の共生グローバルジャーナルでは、海外視察や外国人材の活躍、セミナーの様子

をご紹介しました。さまざまな場面での出会いやつながりの中に、小さな気づきや学

びがあることを感じています。

これからも共生支援センターは、そうした一つひとつを大切にしながら、皆さまにお

届けしてまいります。　                     編集：李奈々

WTV（和歌山テレビ）で紹介されました！

 ～外国人材採用セミナー～

[営業時間] 平日9:00 ｰ 17:00 
[お問い合わせ] 06-6348-8585 
[HP] https://kyosei-shien.com/
[所在地] 〒530-0001 大阪市北区梅田1-2-2-1000 
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